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１．指定概要

建設年

利用対象

応募者数

令和元（平成３１）年度　指定管理者の管理運営に対する評価シート

施設番号

部 子ども健康部 課 子ども支援課

指定管理者
名称

所在地

施設概要

名称

所在地

設置目的

規模

指定管理
開始年度

 児童福祉法の規定に基づき、市内の小学校に通学する児童で保護者が労働等により昼間家庭にいないものに対し、授業終了後
適切な遊び及び生活の場を与えて健全育成を図るため、放課後児童健全育成事業を実施する。

指定管理業務の内容

指定期間

指定管理料 平２９年度：　 ―　千円 平成３０年度：　―　千円  令和元年（平３１）年度：　　―　千円 令和２年度：　　―　千円（見込）

利用料金制 採用している 選定方式 公募 １者

①こどもの家における放課後児童健全育成事業の実施に関すること
②こどもの家への入所の承諾および承諾の取り消しに関すること
③こどもの家の保育料の徴収に関すること
④こどもの家の施設及び設備の維持管理に関すること
⑤管理運営に関し、市が必要とする報告書の作成を行なうこと
⑥その他こどもの家の管理に関し市長が必要と認める業務

平成２７年４月１日　～　平成３２年３月３１日　（５年間）　

安土第１・第２こどもの家

近江八幡市安土町小中783番地1

　　平成１６年（  平成２６年増築　）

　　　　　　全市　　　　　　　地域　　　　

敷地面積９６８㎡、延べ床面積２４１㎡、階数　地上２階

平成１７年

学校法人ヴォーリズ学園

近江八幡市市井町１７７



２．施設の設置目的の達成に関する取り組み【有効性】
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目標と具体的な取り組み（計画） 令和元（平成３１）年度実績 担当課による検証

（課題）

特になし

①利用者（保護者）との日常的な連絡、情報交換

②利用料金の徴収

③学校、保育所等との情報交換

④利用者ニーズに応じた延長保育の実施、開所時間の
延長

①利用者（保護者）との日常的な連絡、情報交換
　保護者会や学年別懇談会を通じて意見交換を実施。その
他学童だよりや送迎時の日常的なコミュニケーションによ
る。
②利用料金の徴収
　毎月徴収
  平成３１年度収入　１２，６００千円
　　　　（第一６，１８０千円、第二６，４２０千円）
　現金取扱い時の事故防止等の観点から、口座振替を利
用。
③学校、保育所等との情報交換
　必要に応じ随時実施
④利用者ニーズに応じた延長保育の実施、開所時間の延長
19時まで延長保育の実施

(よかったと評価できる事項）

特になし。

(改善を要した事項と対応)

特になし

（課題）

特になし

　① 施設の維持管理及び整備
　建物、施設の安全点検、修繕、除草作業等

① 施設の維持管理及び整備を実施
・日常の掃除、施設の安全点検、除草作業等、指導員
が随時実施
・保護者会奉仕作業を実施

(よかったと評価できる事項)
・児童の安全確保に努め、適切に施
設の維持管理を実施した。
・設備の不具合や修繕についても迅
速な対応を実施した。

(改善を要した事項と対応）

特になし

 なし

 (よかったと評価できる事項)

(改善を要した事項と対応)

（課題）



３．効率性の向上に関する取り組み【効率性】

４．利用者の満足度調査等【有効性】 ５．指定管理業務に関して、指定管理者から市への要望

６．指定管理者の自己評価コメント ７．所属の総括コメント

新型コロナウィルス感染症に伴う小学校の臨時休校時には、午前中からの開所等、最大限の保育体制を整
えていただいた。
児童数の増加及び学童ニーズの増加により、定員を超えての受け入れを実施している状況が続いている
が、支援員の増員や保育の工夫により、大きな事故なく児童の安全確保等適正な運営をしていただいて
る。また、施設の補修や修繕にも力を入れ、適正な施設管理を行ったと評価している。

児童数が非常に多い中、支援員・補助員が柔軟に対応しており、地域の子育て支援として
の責務を果たせていることが最も評価できる点と考える。また、子どもたちの多くが学童
を楽しいと感じており、保護者もおおいに良い印象を持って頂いている。ただ、子どもた
ちの活動や遊びに制限が必要になっていることや大人数の受入れにより、安心・安全な生
活環境の保障が引き続き難しいことが課題と感じている。

実施内容・時期 施設内に意見箱を設置。保護者会にも参加し、意見集約をしている。 今年度も110名を超える児童を受け入れており、過密状態のまま保育をしてい
る状況は変わっていない。「目が行き届かず子どもの様子を把握できない」
「騒々しく落ち着けない」「些細なことでケンカになる」「遊びや活動を制
限せざるを得ない」という指導員の声は今も変わっていない。引き続き、増
設を実施し、適正規模での運営ができるようにしていただきたい。　また、
施設の安全管理・維持管理をしていくなか、改修・修繕が必要な際には事業
者任せではなく、市の責任のもと迅速な対応をお願いしたい。

評価頂いている内容
支援員のあいさつ。長期休暇中の行事が楽しく、子どもが楽しみにしている。楽しく学童に通っている。
宿題をみてもらえて助かっている。

苦情・意見等
学童でのトラブルは学童で解決してほしい。人数が多く落ち着いて過ごせない。駐車場が狭く、暗く危
険。分室の耐震について安全性に疑問がある。

前年度実績 令和元（平成３１）年度実績
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　　　　安土第一／安土第二
■収入（11,547千円／13,520千円）
保育料等　6,180千円／6,420千円
業務委託料　5,367千円／7,100千円

■支出（11,546千円／13,520千円）
人件費　10,517千円／11,950千円
管理運営費　1,029千円／1,570千円

(よかったと評価できる事項)

保育料の徴収について口座振替を導
入し、事故防止に努めている。

(改善を要した事項と対応)

特になし

（課題）

特になし

対象児童の公平な利用の確保とサービスの向上を図る

　　　　　　安土第一／安土第二
・開設日数：２６７日／２６２日
・延べ利用者数：６２６名／６５３名
　
・平均登録児童数：５３名／５５名

(よかったと評価できる事項)

分室の活用により、施設定員を超え
た受け入れを実施している。

(改善を要した事項と対応)

特になし

（課題）

特になし

　　　　安土第一／安土第二
■収入（12,815千円／13,085千円）
保育料等　6,530千円／6,800千円
業務委託料　6,285千円／6,285千円

■支出（12,714千円／11,832千円）
人件費　10,923千円／10,443千円
管理運営費　1,790千円／1,388千円


